
（別紙３）

～ 8年　2月　13日

（対象者数） 15 （回答者数）
15

～ 8年　2月　13日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も安心して過ごせる環境を作るとともに、固定化しない

プログラムなどを意識して取り入れていきます。

2

様々な想定を考えた訓練を実施し、いざという時に備えられ

るよう支援していきます。

3

子ども達の自立に向けて必要な課題を整理したうえで、企画

立案に努めたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者同士や、きょうだいが交流できる機会を設けれるよう

に検討していきます。

2

研修の情報を把握し、情報提供できるようにしていきます。

3

保護者へも地域の行事をお知らせして参加できるように工夫

していきます。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスkawaii

○保護者評価実施期間
8年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

8年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
8年　3月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他

のこどもと活動する機会が少ない。

保育所や認定こども園、幼稚園等との広陵ができませんでし

た。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催ができていない。

きょうだい向けのイベントの開催ができていない。

保護者会やイベントの開催が課題です。

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング

等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていない。

研修会の情報を把握できていないことです。

子どもが安心感をもって通所できる。 子ども達が安心して過ごせる環境づくりや、楽しめる活動プロ

グラムを行っています。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、発生を想定した訓練が

実施している。

定期的に訓練を行うようにしています。

活動プログラムが固定化されないよう工夫している。 職員全員が計画に沿った支援が出来るように毎日ミーティング

を行っています。

事業所における自己評価総括表公表


